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「防犯マスコット」

©SUSUMU MATSUSHITA ENTERPRISE
風俗環境浄化協会
シンボルマーク

撮影場所：日光市

（公社）栃木県防犯協会

宇都宮市昭和3-2 - 8
電話 028（666）7700
FAX 028（666）7738

７月１日（日）～７月３１日（火）まで
青少年の非行・被害防止全国強調月間青少年の非行・被害防止全国強調月間青少年の非行・被害防止全国強調月間



　

毎
年
七
月
は
、「
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す
。　

　

平
成
二
九
年
中
の
県
内
に
お
け
る
非

行
少
年
の
検
挙
・
補
導
人
員
は
四
七
四

人
と
統
計
史
上
最
少
を
更
新
し
、少
年

非
行
が
多
か
っ
た
昭
和
六
〇
年
の
約
一

〇
分
の
一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、少
年
非
行
の
九
割

を
占
め
る
刑
法
犯
少
年
の
再
犯
者
率

は
、三
六
・
二
％
と
過
去
一
〇
年
間
で
最

高
値
を
記
録
し
て
お
り
、少
年
を
取
り

巻
く
非
行
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、被
害
の
状
況
に
つ
い
て
も
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
被
害
に
遭
っ
た
少
年

が
全
国
で
過
去
最
多
を
記
録
す
る
等
、

少
年
が
被
害
と
な
る
性
犯
罪
事
件
が
後

を
た
ち
ま
せ
ん
。加
え
て
繁
華
街
を
有

す
る
大
都
会
で
は
、女
子
高
生
等
に
よ

る
マ
ッ
サ
ー
ジ
、会
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ま
せ
る
な
ど
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
売

り
物
と
す
る
、い
わ
ゆ
る「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ

ス
」が
登
場
し
、ア
ル
バ
イ
ト
感
覚
の
安

易
な
気
持
ち
か
ら
性
被
害
に
遭
う
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、夏
休
み
を
迎
え
、解
放
感

か
ら
少
年
た
ち
の
気
が
緩
み
が
ち
に
な

る
こ
の
時
期
に
、家
庭
、学
校
、地
域
及

「
青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

「
青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

び
警
察
が
一
丸
と
な
り
、青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
に
取
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。警
察
で
は
、「
非
行
少
年
を
生
ま

な
い
社
会
づ
く
り
」を
目
指
し
、県
民
の

皆
様
方
と
連
携
し
て
、次
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

　

県
民
の
皆
様
方
が
、青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
、健
全
育
成
及
び
有
害
環
境

の
浄
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

広
報
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

②
有
害
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

　

事
業
者
等
に
対
し
て
、未
成
年
者
へ

の
酒
類
・
た
ば
こ
販
売
等
の
防
止
、青
少

年
の
深
夜
立
入
制
限
の
要
請
等
、青
少

年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
浄
化
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、青
少
年
を
有
害
情
報
か
ら
守

る
た
め
、児
童
が
使
用
す
る
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
導
入
や
家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

③
地
域
ぐ
る
み
の
補
導
活
動

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
少
年
指

導
委
員
、学
校
等
関
係
機
関
、地
域
住
民

と
連
携
し
、未
成
年
者
の
飲
酒
や
喫
煙
、

深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
行
為
の
早

期
発
見
、補
導
活
動
に
努
め
ま
す
。

④
各
種
相
談
の
充
実
強
化

　

少
年
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

し
、適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う

学
校
へ
の
出
張
相
談
室「
あ
し
た
ル
ー

ム
」の
開
設
や
電
話
相
談
コ
ー
ナ
ー「
ヤ

ン
グ
テ
レ
ホ
ン
」に
よ
り
、少
年
や
保
護

者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

○
水
難
事
故
の
防
止

　

県
内
で
は
、平
成
二
九
年
中
に
六
件

六
名
の
水
難
事
故
が
発
生
し
、四
名
が

亡
く
な
り
一
名
が
行
方
不
明
、一
名
が

無
事
救
出
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、六
月

か
ら
九
月
ま
で
の
間
に
は
、四
件
四
名

の
水
難
事
故
が
発
生
し
、そ
の
内
三
名

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
九
年
の
発
生
を
見
る
と
六
件

中
四
件
が
川（
一
件
は
プ
ー
ル
、一
件

は
湖
）で
発
生
し
、魚
釣
り
中
や
水
遊

び
中
な
ど
の
事
故
で
す
。

　

魚
釣
り
が
解
禁
に
な
っ
た
り
暑
い
夏

の
時
期
に
な
る
と
水
に
親
し
む
機
会
が

増
え
ま
す
が
、
川
遊
び
を
す
る
際
に

は
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

水
や
山
の
事
故
を

 

　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
う

水
や
山
の
事
故
を

 

　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
う
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七
月
一
日（
日
）〜
七
月
三
一
日（
火
）



・
事
前
に
、現
場
の
天
候
や
水
量
な
ど
を

確
認
し
、そ
の
場
に
適
し
た
服
装
を
揃

え
、心
と
体
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
魚
釣
り
や
水
遊
び
を
す
る
際
は
、必
ず

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。                

・
子
ど
も
の
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、必

ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
、保

護
者
が
同
伴
し
、絶
対
に
目
を
離
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・「
遊
泳
禁
止
」の
立
て
看
板
が
設
置
さ
れ

た
場
所
で
は
、絶
対
に
水
遊
び
や
水
泳
を

し
な
い
、さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
危
険
な
場
所
で
水
遊
び
な
ど
を
し
て
い

る
人
を
見
か
け
た
ら
、声
を
か
け
て
や
め

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
川
の
上
流
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
大
雨
が

　

七
月
か
ら
八
月
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
で

は
、七
件
の
山
岳
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、い
ず
れ
も
が
登
山
中
の
事
故
で
、主

な
原
因
は
、滑
落
、転
倒
、道
迷
い
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

山
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。　
　

      

・
登
山
す
る
山
の
実
態
や
登
山
ル
ー
ト

等
を
事
前
に
よ
く
調
べ
、各
自
の
経
験
、

技
術
、体
力
を
過
信
せ
ず
、自
ら
に
適
し

た
山
を
選
び
、
余
裕
を
持
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
登
山
者
情
報
シ
ス
テ
ム

「
コ
ン
パ
ス
」等
に
よ
る
登
山
計
画
書
を

提
出
し
、家
族
等
に
も
登
山
の
予
定
日

時
や
コ
ー
ス
を
知
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・
単
独
登
山
は
、ケ
ガ
を
し
た
時
に
救
助

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、で
き
る
だ
け
複
数
で
登
り
、

「
ヒ
ト
コ
コ
」な
ど
山
岳
遭
難
時
の
サ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
や
無
線
機
等
の
通
信
手
段

を
は
じ
め
、食
料
、防
寒
具
、予
備
バ
ッ

テ
リ
ー
等
充
分
な
装
備
を
携
行
し
て
日

暮
れ
前
に
は
下
山
し
ま
し
ょ
う
。

・
悪
天
候
時
等
に
は
、無
理
を
せ
ず
登
山

を
中
止
し
下
山
す
る
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　

栃
木
県
防
犯
協
会
女
性
部
は
、去
る

六
月
四
日（
月
）朝
に
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

で
実
施
さ
れ
た「
痴
漢
犯
罪
撲
滅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、電
車
内
に
お
け
る
痴
漢
犯

罪
の
被
害
防
止
の
た
め
警
察
、防
犯
協

会
及
び
鉄
道
事
業
者
等
が
協
力
し
、痴

漢
犯
罪
防
止
の
広
報
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
痴
漢
犯
罪
撲
滅
の
社
会
気

運
の
醸
成
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
協
会
の
女
性
部
は
、警
察
本
部
生

活
安
全
企
画
課
員
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
員

等
と
と
も
に
同
駅
構
内
に
お
い
て
鉄
道

利
用
者
等
に
対
し
、啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配
布
し
な
が
ら
広
報

活
動
を
し
ま
し
た
。

栃
木
県
防
犯
協
会
女
性
部

痴
漢
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

広
報
活
動

栃
木
県
防
犯
協
会
女
性
部

痴
漢
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

広
報
活
動

　

六
月
五
日（
火
）、宇
都
宮
市
の「
さ
く

ら
ん
ぼ
幼
稚
園
」の
園
児
と
先
生
三
〇

名
が
栃
木
県
防
犯
協
会
を
訪
れ
、職
員

に
対
し
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。 

　

同
園
で
は
、毎
年「
花
の
日
」に
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
に
花

を
贈
り
、感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と

に
し
て
お
り
、こ
の
日
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。当
協
会
で
は
、幼
児
誘
拐
防
止

係
の
樋
口
指
導
員
が
、
心
を
こ
め
て

作
っ
た「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
色
紙
」と「
紙

風
船
と
巻
き
取
り
」セ
ッ
ト
を
お
礼
と

し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

「
花
の
日
」

幼
稚
園
児
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
花
の
日
」

幼
稚
園
児
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
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降
る
と
、雨
の

降
っ
て
い
な

い
下
流
で
も

急
に
増
水
す

る
こ
と
が
あ

る
の
で
、こ
ま

め
に
気
象
情

報
を
確
認
し

て
変
化
に
注

意
し
ま
し
ょ

う
。

○
山
岳
事
故
の
防
止

　

県
内
で
は
、平
成
二
九
年
中
に
二
〇

件
七
七
名
の
山
岳
事
故
が
発
生
し
、一

二
人
が
亡
く
な
り
、五
六
名
が
負
傷
、五

人
が
行
方
不
明
、四
名
が
無
事
救
出
さ

れ
ま
し
た
。



も と か ら 壊 れて い た よ
木村 晃代作

連載マンガ 「カメ子ちゃん」

ス
マ
ホ
壊
れ
た

五
万
円
払
え

壊
れ
て
い
た
の

わ
ざ
と

落
と
し
た
ね

部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、役
員
改
選
が

あ
り
ま
し
た
。今
回
は
、五
十
嵐
会
長
の

辞
任
の
意
向
を
受
け
て
改
選
と
な
り
、

会
長
に
は
、永
島
副
会
長
が
就
任
す
る

な
ど
次
の
新
布
陣
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
　
長
　
さ
く
ら
地
区

　
　
　
　
　
　
永
島
　
信
男（
新
任
）

　
副
会
長
　
宇
都
宮
中
央
地
区    

　
　

　
　
　
　
　   

峰
岸   

和
正（
再
任
）　

　
　
　
　   

真
岡
地
区

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
義
惠（
再
任
）

　
　
　
　
　
足
利
地
区

　
　
　
　
　
　
白
石
　
敏
昭（
新
任
）

　
続
い
て
生
活
安
全
企
画
課
の
檜
山
課

長
補
佐
か
ら「
県
内
の
治
安
情
勢
と
地

域
安
全
活
動
の
推
進
状
況
」に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、討
議
・
意
見
交
換
で
は
、防
犯

連
絡
所
の
運
営
方
策
等
に
つ
い
て
、活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会

連
合
会
定
例
理
事
会
の
開
催

栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会

連
合
会
定
例
理
事
会
の
開
催

寄付金付自動販売機の設置例

　宇都宮防犯協会宇都宮中央支部では、
5月20日(日）宇都宮市城址公園などにお
いて開催されたフェスタmy宇都宮
2018のイベントに参加し、警察署と共
にブースを設け、警察車両などを展示し、
来訪者に防犯広報用チラシやティッシュ

宇
都
宮
防
犯
協
会

ペーパー、自転車盗難防止用の鍵などを配布し、防犯意識の啓発を図
りました。

　小山地区防犯協会では、5月25日（金）に
平成30年度の役員総会を開催しました。
　総会では、平成29年度の事業報告、決算
報告及び平成30年度の事業計画、予算が
承認されました。事件事故のない安全で住
みよい街を目指し、地域、警察、行政が一体
となり防犯意識の高揚と青少年の健全育成を図り、各事業に取り組ん
でいくことを確認した。

「役員総会」を開催

防犯意識の啓発活動

小
山
地
区
防
犯
協
会

地　区　防　だ　よ　り

平
成
三
〇
年
度

平
成
三
〇
年
度

１　趣旨
　「犯罪のない明るい街づくり」を推進することを目的に、自販機会社、設
置事業所、防犯協会が協定を結び、売り上げの一部を犯罪抑止、環境浄化活
動、青少年の健全育成等の地域防犯活動を支援する費用とするものです。
２　特徴
　当協会が設置する自販機は、上部に設置したメッセージボードに犯罪情
報や災害情報等を発信することにより
　○地域の犯罪抑止力や環境浄化の向上
　○地域の人々の防犯意識の向上
　○高齢者の保護啓蒙、青少年の健全育成
などの面で、その効果が期待できます。
  また、災害が発生した場合は、遠隔操作で解錠を行い、飲料水を無償で提
供します。
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栃
木
県
防
犯
連

絡
協
議
会
連
合
会

は
、去
る
六
月
八
日

（
金
）し
も
つ
け
会

館
に
お
い
て
、平
成

三
〇
年
度
定
例
理

事
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
理
事
会
で
は
、五

十
嵐
会
長
、警
察
本

部
北
村
生
活
安
全

寄付金付自動販売機設置のお願い寄付金付自動販売機設置のお願い寄付金付自動販売機設置のお願い寄付金付自動販売機設置のお願い
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